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《写真》
 千羽鶴に願いを込めて、平和な未来へ
（８／５　広島平和記念公園にて）

《写真》
 千羽鶴に願いを込めて、平和な未来へ
（８／５ 広島平和記念公園にて）

Anniversary
美浦村制施行　　　周年美浦村制施行　　 周年７０７０

広島平和記念式典に参列　Ｐ２・３広島平和記念式典に参列　Ｐ２・３

美浦村

９月２３日 午前１０時～午後４時
（開会式：午前 9 時３０分～）

９月２３日 午前１０時～午後４時
（開会式：午前 9 時３０分～）

９月２３日 午前１０時～午後４時
（開会式：午前 9 時３０分～）
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広島・長崎に原爆が投下されて８０年。
広島平和記念公園には様々な年齢・国籍の方々が訪れ、平和への祈りを捧げました。
被爆者の方たちの高齢化により、戦争体験者の生の声を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで
しょう。これからは戦争を知らない世代が学び、考え、次の世代に語り継いでいかなければなりません。
村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」を行い、戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための活動
を続けています。今年もその一環として、小学生親子３組と非核平和美浦村宣言推進協議会代表、村議会議
員代表などの計１０名が、小学校の児童たちが平和への願いを込めて折った千羽鶴を奉納するとともに、広島
市の原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参列しました。　
ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和への思いを語って頂きました。　　　　　　　　　

広島・長崎に原爆が投下されて８０年。
広島平和記念公園には様々な年齢・国籍の方々が訪れ、平和への祈りを捧げました。
被爆者の方たちの高齢化により、戦争体験者の生の声を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで
しょう。これからは戦争を知らない世代が学び、考え、次の世代に語り継いでいかなければなりません。
村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」を行い、戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための活動
を続けています。今年もその一環として、小学生親子３組と非核平和美浦村宣言推進協議会代表、村議会議
員代表などの計１０名が、小学校の児童たちが平和への願いを込めて折った千羽鶴を奉納するとともに、広島
市の原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参列しました。　
ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和への思いを語って頂きました。　　　　　　　　　

　　　　　　　　「戦争というものは、人間の狂
　　　　　　　　気を狂気と感じさせない、異常
　　　　　　　　な精神状態に追い込むことを忘
　　　　　　　　れてはならない」。被爆８０年を迎
　　　　　　　　えた広島。「三たび許すまじ、原
　　　　　　　　爆を世界の町に」との被爆者た
　　　　　　　　ちの願いが全世界にこだまする。
あの日、あらゆる地獄を集めても表せない程の惨
劇がここにもたらされました。驚愕の事実を前に
核保有国から来た青年は「核兵器を持つことを誇
りと信じてきたが、目が覚めた。これは人間性を
踏みにじる罪であり恥だ」と。戦争の残酷さと悲
惨さを決して忘れてはならない。世界の平和創出
に向け私も語って参ります。

美浦村議会議員　松村　広志
　　　　　　　　広島に原子爆弾が投下されてか
　　　　　　　　ら８０年、一瞬にして数十万の命
　　　　　　　　を焼き尽くし、生き残った命も
　　　　　　　　放射線障害で苦しんでいる人が
　　　　　　　　今でもいます。今年の式典に、
　　　　　　　　１２０か国の多くの人が参列し、
　　　　　　　　核兵器廃絶を願う日になりまし
た。子ども達も、広島平和記念資料館を見学し、
強い衝撃を受けたと思いますが、全国こども平和
サミットに参加し、全国の中学生、高校生の取り
組みを見て、自分達に出来る平和を感じ取ってく
れたと思います。結の会としても、微力ではあり
ますが、平和への想い、そして戦後がいつまでも
続くようにと活動を続けていきたいと思う。

美浦の女性活動を未来に繋ぐ会・結　岡野　正枝

～広島平和記念式典に参列～～広島平和記念式典に参列～

８０年の時に思いをはせて８０年の時に思いをはせて
語り継ごう　平和の尊さを語り継ごう　平和の尊さを

《敬称略》

原爆ドーム前にて原爆ドーム前にて平和の鐘にて平和の鐘にて

☎０２９－８８５－００１０

消防団員募集中！消防団員募集中！消防団員募集中！
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非核平和美浦村宣言推進協議会　広島平和記念式典派遣事業

　　　　　　　　私は広島に行って、一生忘れら
　　　　　　　　れない、忘れてはいけない事を
　　　　　　　　学びました。この学習に参加す
　　　　　　　　る前私は、正直戦争から目を逸
　　　　　　　　らしていましたが、広島平和記
　　　　　　　　念資料館に行き、その時を生き
　　　　　　　　た方の人生などを見て、本当に
人が一瞬にして亡くなってしまった事にとても心
が痛みました。原爆ドームをこの目で見た瞬間は、
本当に原子爆弾が投下された事を実感しました。
また、広島平和記念式典や全国こども平和サミッ
トを通して、これから私は、戦争を二度と繰り返
してはいけない事や戦争の悲惨さを、目を逸らさ
ず語り継いで行こうと、心に決めました。

美浦小学校６年　佐野　美織
　　　　　　　 原子爆弾が投下されてから８０年、
　　　　　　　　今までの私の中での原子爆弾被
　　　　　　　　害は、皆さんが抱いているイー
　　　　　　　　ジと同じ様だったと思います。
　　　　　　　　しかし、原爆ドームや広島平和
　　　　　　　　記念資料館そして被爆者の方か
　　　　　　　　ら直接被爆体験を伺い、人間と
いう生き物の恐ろしさ、汚さも痛感しました。目
に見える物は復興できる、しかし被爆者の方々の
心をさらに苦しめたのは人による差別でした。戦
争や原子爆弾は人の尊厳までをも根こそぎ奪って
しまう大変に恐ろしいものでした。人を思いやる
気持ちや勇気を持つ事も未来への平和に繋がる一
つの手段だと思います。

保護者　佐野　真由美

　　　　　　　　原子爆弾の投下から８０年目にあ
　　　　　　　　たる日、世界中から多くの人々
　　　　　　　　が平和を願い集まりました。式
　　　　　　　　典では一つひとつの言葉が心に
　　　　　　　　響き戦争の悲惨さと平和の大切
　　　　　　　　さを改めて感じさせられました。
　　　　　　　　特に印象に残ったのはこども代
表による平和への誓いです。自分たちの言葉で平
和を語る姿に胸を打たれました。悲しい歴史をた
だ過去の出来事として忘れるのではなく、学び受
け継ぎ平和な未来を築いていかなければならない
と強く感じました。多様性を認め相手の考えに寄
り添い理解し思いやりの心を持つ事、今から私た
ちに出来る事をして平和に繋げたいと思います。

保護者　菅原　舞
　　　　　　　　僕は、８月５日から７日まで広
　　　　　　　　島に行ってきました。１日目は
　　　　　　　　広島平和記念資料館に行き、原
　　　　　　　　子爆弾で被爆し全身火傷や爆風
　　　　　　　　で建物のガラスが飛び散り体中
　　　　　　　　に刺さるなど、多くの命が奪わ
　　　　　　　　れたことが分かり心がとても苦
しくなりました。２日目の広島平和記念式典では、
同い年の子が話していた平和への誓いが一番心に
残りました。平和記念公園には『平和の灯』があり、
その火は核兵器が地球上からなくなるまで消えま
せん。広島で戦争の恐ろしさを感じ、二度と起き
てはいけないと分かりました。平和の灯が消える
ように平和な世界を作っていきましょう。

美浦小学校６年　菅原　春

　　　　　　　　「ピカーン、ドーン」の一瞬で、
　　　　　　　　原爆の落とされた所から半径２
　　　　　　　　キロメートルの街が焼けこげて
　　　　　　　　しまった。被爆体験者の梶矢文
　　　　　　　　昭さんの講話の中で原爆の恐ろ
　　　　　　　　しさを知りました。千羽鶴に平
　　　　　　　　和への祈りを込めて奉納するこ
との意味を改めて感じました。広島平和記念式典
では、私と同い年の子による平和への誓いが堂々
と行われ、とても感動しました。戦争が終わって
８０年が経ち、戦争を実際に体験している人が少な
くなってきています。今回のように、私たちの世
代が原爆や戦争の恐ろしさを勉強して、伝えてい
かないといけないなと思いました。

美浦小学校６年　中山　明
　　　　　　　 今回、参加予定の中山明の母親
　　　　　　　　が体調不良のため、急遽祖母の
　　　　　　　　私が参加させていただきました。
　　　　　　　　今まで仕事の関係で長崎平和公
　　　　　　　　園、原爆資料館には何回も足を
　　　　　　　　運びましたが、原爆ドーム、広
　　　　　　　　島平和記念資料館に行ったのは
今回で二回目でした。被爆者の体験談を拝聴する
度に、その悲惨さに胸が張り裂けそうになり、涙
を流してきました。被爆８０周年、改めて戦争、核
兵器の恐ろしさを小学生たちと共に学ぶことがで
きました。「全国こども平和サミット」も内容が充
実し、各校の発表も見事でした。美浦村の平和活
動に感銘し、心より感謝申し上げます。

保護者　原　千代子

式典参列式典参列全国こども平和サミット参加全国こども平和サミット参加 千羽鶴奉納千羽鶴奉納 広島平和記念資料館にて広島平和記念資料館にて

おかだいら縄文フェスタ２０２５
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地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム工事を
行う場合、その費用の一部を補助しています。
必ず工事着工前に都市建設課に申請してください。工事を着工した後の申請は対象となりません。

地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム工事を
行う場合、その費用の一部を補助しています。
必ず工事着工前に都市建設課に申請してください。工事を着工した後の申請は対象となりません。

●対 象 者　村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録をしている方
で、その居住する住宅に以下の対象工事を村内の施工業者により行う方

　　　　　　　※村で実施している他の補助制度を利用された方は除きます。
●対 象 工 事　村内施行業者による工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、模様替え、
　　　　　　　その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事
●対象外工事　交付決定前に着工した工事、１２月３１日までに完了しない工事、
　　　　　　　車庫、塀工事、既存床面積の２分の１を超える増改築工事、
　　　　　　　機器類および建具のみの設置・交換工事、

●補 助 額　対象の工事費（消費税別）の１０％（千円未満切り捨て）※上限額１０万円
●申 請 期 限　１１月２８日（金）まで
●問 合 せ 都市建設課☎０２９－８８５－０３４０

●対 象 者　村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録をしている方
で、その居住する住宅に以下の対象工事を村内の施工業者により行う方

　　　　　　　※村で実施している他の補助制度を利用された方は除きます。
●対 象 工 事 村内施行業者による工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、模様替え、
　　　　　　　その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事
●対象外工事　交付決定前に着工した工事、１２月３１日までに完了しない工事、
　　　　　　　車庫、塀工事、既存床面積の２分の１を超える増改築工事、
　　　　　　　機器類および建具のみの設置・交換工事、
　　　　　　　ソーラーパネルの新設・交換工事、自然災害による被害の復旧工事等
●補 助 額　対象の工事費（消費税別）の１０％（千円未満切り捨て）※上限額１０万円
●申 請 期 限 １１月２８日（金）まで
●問 合 せ 都市建設課☎０２９－８８５－０３４０

住宅リフォーム費用の一部を補助します住宅リフォーム費用の一部を補助します 補助申請は必ず着工前に！

今年は終戦から８０年の節目の年です。私たちはあらためて過去の戦災を振り返り、その記憶を心に刻
み、平和な社会を実現しなければなりません。これを機に皆さんで平和について考えましょう。

▶非核平和パネル展開催非核平和パネル展開催（８月１日（８月１日～１５日：中央公民館日：中央公民館）
「非核平和美浦村宣言推進協議会（事務局：役場総務課）」と「美
浦平和のつどい実行委員会」合同の非核平和パネル展が開催され
ました。このパネル展は、村が昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」
をして以来、継続して実施されており、戦争当時の体験談を綴っ
たパネルなど、約７０点が展示されました。

▶美浦平和のつどい開催美浦平和のつどい開催（７（７月１２日：中央公民館）日：中央公民館）
平和の尊さを地域・世界に語り継ぐことを目的に、美浦平和の

つどい実行委員会主催「美浦平和のつどい」が開催され、県外含
む約３００名の来場がありました。また、同時開催として、平和祈
念作品および同会の活動パネルが展示されました。
　当日は、アフガニスタンで用水路建設に邁進するなか武装勢力
に銃撃されて死去した医師・中村哲氏のドキュメンタリーが上映
されました。中村氏は、武力行使による報復の連鎖が続く現地に
おいても、「平和は戦争以上に積極的な力でなければならない」と
人の命を救う活動に徹しました。その生き様を見た参加者からは
「平和とは何か、また、自分ができることは何かと考えさせられ
た」との声がありました。

■問合せ　総務課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

　平和祈念行事「美浦平和のつどい」は、「美浦の女性活動を未来
に繋ぐ会・結」の会員を主体に構成された「美浦平和のつどい実
行委員会」が主催し、村の非核平和推進事業に合わせた住民自主
活動として実施されています。

戦後８０年 平和の尊さを考えましょう戦後８０年 平和の尊さを考えましょう
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村
の
花
に
と
日
夜
の
努
力
見
事
咲
か
せ
た
百
合
の
花　
　
　
　
　

関
根
秀
子

酷
暑
な
ん
ぞ
に
負
け
ぬ
と
信
じ
土
用
う
し
の
日
鰻
喰
う　
　
　
　

高
橋
一
歩

猛
暑
少
雨
に
負
け
ず
に
咲
い
た
荒
れ
た
空
き
家
の
百
日
紅　
　
　

田
島
草
実

日
々
の
猛
暑
に
打
ち
勝
な
が
ら
蝉
は
跡
継
ぎ
残
す
夏　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

梅
雨
が
明
け
た
よ
待
っ
て
た
夏
だ
せ
み
の
初
鳴
き
百
日
紅　
　
　

沼
嵜
朋
香

空
に
向
っ
て
花
び
ら
広
げ
負
け
ず
生
き
ろ
と
百
日
紅　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

俚
謡
の
と
も
し
び
百
年
灯
す
日
和
仲
間
の
心
意
気　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

見
事
イ
チ
ロ
ー
殿
堂
入
り
で
歓
喜
う
ず
ま
く
式
典
日　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

蚊
帳
を
吊
る
し
て
夜
風
に
眠
る
そ
ん
な
昭
和
が
日
々
恋
し　
　
　

山
崎
笑
子

今
日
も
暑
い
ね
お
盆
が
つ
ら
い
父
母
が
待
っ
て
る
八
王
子　
　
　

山
﨑
泰
弘

ア
フ
ガ
ン
に
倒
れ
し
医
師
の
白
衣
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

集
落
に
訪
ふ
人
な
し
ほ
た
る
群
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

祭
の
日
幼
に
着
せ
し
浴
衣
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

原
爆
忌
誓
い
新
た
に
放
つ
鳩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

盆
支
度
位
牌
に
語
る
あ
れ
や
こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

一
週
間
の
レ
シ
ピ
ノ
ー
ト
に
帰
省
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

鮎
飯
の
土
鍋
に
並
ぶ
三
尾
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

撞
舞
の
妙
技
を
仰
ぐ
夏
の
宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

紫
蘇
香
る
焼
き
お
に
ぎ
り
の
昼
餉
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

マ
ク
ワ
瓜
す
そ
分
け
受
け
る
夕
の
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

友
あ
り
て
紫
陽
花
と
ど
き
雨
あ
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宮
和
子

神
輿
デ
ビ
ュ
ー
の
娘
が
初
め
て
の
赤
い
紅
さ
す
夏
祭
り　
　
　
　

石
戸
葎
華

続
く
猛
暑
で
体
が
へ
ば
る
失
せ
る
気
力
に
日
々
ゴ
ロ
寝　
　
　
　

伊
藤
葉
子

寺
の
片
隅
お
百
度
石
の
苔
が
生
え
て
る
心
寂
し　
　
　
　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

古
い
ア
ル
バ
ム
青
春
巡
り
頬
に
紅
さ
す
暑
い
夏　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

夢
は
百
ま
で
子
供
や
孫
に
手
本
示
し
て
語
り
継
ぐ　
　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美
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照
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さ
に
堪
え
て
夕
に
映
え
増
す
百
日
紅　
　
　
　

門
脇
悠
美

夏
の
日
差
し
を
い
つ
ま
で
抱
い
て
暮
れ
て
ま
だ
あ
る
草
い
き
れ　

篠
原
美
千
代

村
の
花
に
と
日
夜
の
努
力
見
事
咲
か
せ
た
百
合
の
花　
　
　
　
　

関
根
秀
子

酷
暑
な
ん
ぞ
に
負
け
ぬ
と
信
じ
土
用
う
し
の
日
鰻
喰
う　
　
　
　

高
橋
一
歩

猛
暑
少
雨
に
負
け
ず
に
咲
い
た
荒
れ
た
空
き
家
の
百
日
紅　
　
　

田
島
草
実

日
々
の
猛
暑
に
打
ち
勝
な
が
ら
蝉
は
跡
継
ぎ
残
す
夏　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

梅
雨
が
明
け
た
よ
待
っ
て
た
夏
だ
せ
み
の
初
鳴
き
百
日
紅　
　
　

沼
嵜
朋
香

空
に
向
っ
て
花
び
ら
広
げ
負
け
ず
生
き
ろ
と
百
日
紅　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

俚
謡
の
と
も
し
び
百
年
灯
す
日
和
仲
間
の
心
意
気　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

見
事
イ
チ
ロ
ー
殿
堂
入
り
で
歓
喜
う
ず
ま
く
式
典
日　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

蚊
帳
を
吊
る
し
て
夜
風
に
眠
る
そ
ん
な
昭
和
が
日
々
恋
し　
　
　

山
崎
笑
子

今
日
も
暑
い
ね
お
盆
が
つ
ら
い
父
母
が
待
っ
て
る
八
王
子　
　
　

山
﨑
泰
弘

ア
フ
ガ
ン
に
倒
れ
し
医
師
の
白
衣
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

集
落
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新
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撞
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紫
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焼
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ぎ
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昼
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マ
ク
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友
あ
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紫
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と
ど
き
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あ
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新
宮
和
子

う
ら

つ
く
ま
い

う

た

　

女
性
同
士
が
自
信
を
持
っ
て
連

携
し
、
行
政
や
男
性
を
巻
き
込
み

な
が
ら
未
来
を
形
作
る
力
と
し
て

団
結
す
る
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

企
画
で
し
た
。

　

女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
政

府
の
今
年
の
重
点
方
針
「
女
性
版

骨
太
の
方
針
２
０
２
５
」（
女
性

活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
重
点
方

針
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

《
５
つ
の
重
点
事
項
》

①
女
性
に
選
ば
れ
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
地
域
づ
く
り

②
全
て
の
人
が
希
望
に
応
じ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

③
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
意
思
決
定
層

に
お
け
る
女
性
の
参
画
拡
大

④
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
安
心

　

・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
社
会
の

実
現

⑤
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の

取
組
の
一
層
の
加
速
化

　

村
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
取
組
を

進
め
る
た
め
に
は
、
村
の
課
題
に

合
わ
せ
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
や
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
収
集
）
や
、
当
事
者
の
声

を
反
映
し
た
柔
軟
な
制
度
設
計
が

鍵
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
男

性
の
理
解
と
協
力
も
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

女
性
同
士
が
自
信
を
持
っ
て
連

携
し
、
行
政
や
男
性
を
巻
き
込
み

な
が
ら
未
来
を
形
作
る
力
と
し
て

団
結
す
る
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

企
画
で
し
た
。

　

女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
政

府
の
今
年
の
重
点
方
針
「
女
性
版

骨
太
の
方
針
２
０
２
５
」（
女
性

活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
重
点
方

針
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

《
５
つ
の
重
点
事
項
》

①
女
性
に
選
ば
れ
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
地
域
づ
く
り

②
全
て
の
人
が
希
望
に
応
じ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

③
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
意
思
決
定
層

に
お
け
る
女
性
の
参
画
拡
大

④
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
安
心

　

・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
社
会
の

実
現

⑤
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の

取
組
の
一
層
の
加
速
化

　

村
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
取
組
を

進
め
る
た
め
に
は
、
村
の
課
題
に

合
わ
せ
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
や
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
収
集
）
や
、
当
事
者
の
声

を
反
映
し
た
柔
軟
な
制
度
設
計
が

鍵
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
男

性
の
理
解
と
協
力
も
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

７
月
１２
日
、
美
浦
村
中
央
公
民

館
に
て
、「
戦
後
８０
年
美
浦
平
和
の

つ
ど
い
」（
主
催
：
美
浦
平
和
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
上
映
さ
れ
た
映
画
『
荒

野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
』
は
、

医
師
・
中
村
哲
さ
ん
の
３５
年
に
わ

た
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス

タ
ン
で
の
活
動
を
追
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
映
画
に
よ
る

と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
９
割

が
自
給
自
足
。
温
暖
化
に
よ
る
干

ば
つ
の
た
め
農
作
業
を
捨
て
て
難

民
へ
、
ま
た
、
生
活
の
た
め
に
タ

リ
バ
ン
傭
兵
に
な
る
人
々
も
。
犠

牲
に
な
る
の
は
幼
い
子
供
と
高
齢

者…

。「
百
の
診
療
所
よ
り
一
本
の

用
水
路
を
」
と
、
医
師
で
あ
り
な

が
ら
、
中
村
先
生
は
干
ば
つ
に
苦

し
む
人
々
の
た
め
に
用
水
路
建
設

に
挑
み
ま
し
た
。

『
自
分
が
今
い
る
場
所
で
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や

り
ま
し
ょ
う
』…

中
村
先
生
の
好

き
な
言
葉
「
一
隅
を
照
ら
す
」
に

は
、
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
映
画
上
映
の
企
画

に
、
準
備
段
階
か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
催
で
あ
る
、
実
行
委
員
会
の

「
美
浦
の
女
性
活
動
を
未
来
に
繋

ぐ
会『
結
』」（
結
の
会
）で
は
、
岡

野
代
表
を
中
心
に
美
浦
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
支
え
る
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
の
長
年
積
み
重
ね
ら
れ
た
活
動

経
験
を
活
か
し
、
適
材
適
所
に
役

割
分
担
さ
れ
、
細
や
か
な
目
標
を

次
々
達
成
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
も
、
企
画
か
ら

準
備
、
開
催
ま
で
、
メ
ン
バ
ー
は

責
任
を
果
た
し
、
当
日
、
大
成
功

で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
気
遣
い

や
笑
顔
に
触
れ
た
こ
の
期
間
の
思

い
出
は
宝
物
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

美
浦
の
女
性
活
動
を
未
来
に

繋
ぐ
会「
結
」の
活
動
か
ら

篠
田　

京
子

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

美浦村男女共同参画美浦村男女共同参画
～共に輝くみほの会～～共に輝くみほの会～

男男男男女女女女女男男男男女女女女女 ももにににがががととともももにににににががとと ににににににににがががとととももも

輝輝輝輝輝輝くたためめめにににくたためめめににに

男女がともに
　 輝くために
男女がともに
輝くために
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■総務課・広報広聴係
　☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５
■総務課・広報広聴係
　☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

いっぱい運動コンクール開催いっぱい運動コンクール開催いっぱい運動コンクール開催花 地域を花で華やかに

コンクール結果（順不同）
・村長賞　信太みどりの会
・議長賞　大須賀津神明クラブ
・教育長賞　上舟子アモーレクラブ
・区長会長賞　土屋和楽会
・厚生文教委員長賞 美浦村商工会女性部
・教育部長賞　下舟子さくら会
・努力賞　山内老人会、大谷保育所

　７月１８日に、中央公民館において、第２６回美浦村花いっぱい運動コンクールの表彰式がおこなわれま
した。今年は老人クラブや地区など、８団体の参加がありました。
　各団体が手塩にかけて育てた花壇は、どれも素晴らしい出来栄えでしたが、厳正な審査の結果、上記
のとおり各賞が決定しました。

　８月８日、美浦村建設業協会（久松貴之会長）が、村役場庁舎
脇の国道１２５号バイパス陸橋付近の草刈りを実施しました。
　同協会に所属している事業者から、１２社総勢３０名の方が参加
され、バイパス進入路脇の急斜面や陸橋付近の擁護壁の生垣等、
除草作業が難しい場所の雑草をきれいに刈り取ってくださいま
した。終始厳しい暑さの中での作業、大変お疲れ様でした。

刈りボランティア実施刈りボランティア実施刈りボランティア実施草 猛暑に見舞われる中での奉仕活動

　７月２６日、みほふれ愛プラザにおいて、大雨による浸水被害を想定した避難訓練が実施されました。
　村防災メール等での避難情報配信、段ボールトイレ・段ボールベッドの作成および使用体験、備蓄食
品（アルファ化米）の調理、いなほ消防署職員による応急処置講習、各地区民生委員による避難行動要
支援者の避難状況報告訓練等が行われました。
　また、参加者に対して、防災備蓄品や洪水・土砂災害ハザードマップの説明が行われ、改めて災害に
対する意識を見直す機会となりました。

水被害を想定した避難訓練実施水被害を想定した避難訓練実施水被害を想定した避難訓練実施浸 災害時にとるべき行動を学ぶ

段ボールベッドの使用体験段ボールベッドの使用体験段ボールベッドの使用体験 備蓄食品（アルファ化米）の調理備蓄食品（アルファ化米）の調理備蓄食品（アルファ化米）の調理 いなほ消防署職員による応急処置講習いなほ消防署職員による応急処置講習いなほ消防署職員による応急処置講習

むらの話題
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お知らせ
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。
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令和７年国勢調査を実施します
▶国勢調査は、令和７年１０月１日現在、日本
に住んでいるすべての人と世帯が対象です。

▶９月下旬頃から、調査員がみなさまのお宅
を訪問し、調査書類をお配りします。

▶回答は、スマホやパソコンから、かんたん
便利なインターネットでお願いします。
（郵送も可能です。）
▶国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく、子育
て支援への利用、防災対策への利用、企業等での利用など、
わたしたちの身近な暮らしに使われています。

▶回答期間
・インターネット　９月２０日（土）～１０月８日（水）
・紙での調査票 １０月１日（水）～８日（水）

■問合せ　企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

▲総務省統計局
「国勢調査２０２５」

地域おこし協力隊通信 Vol.１７地域おこし協力隊通信 地域地域おおここお地地域域おこ域お地 こししし協力力力力こし協協力し協こここ 隊通通通信信信隊隊通信通信隊 ７７７７.VoVVol..o地域おこし協力隊通信 地域おこし協力隊通信 地域おこし協力隊通信 Vol.１７

美浦知る・発見として、地域おこし協力隊目線で美浦村のことや活動のことを発信していきます美浦知る・発見として、地域おこし協力隊目線で美浦村のことや活動のことを発信していきます

の
美浦村地域おこし協力隊

松本 麻衣子
すすすすすす

　昨年秋開催の「美浦を歩いて地図にしよう！
木原商店街編」では、かつて多くの店舗が軒を
連ね、“何でもそろう銀座通り”と呼ばれた木原
商店街の思い出を、地域の方々から伺いました。
この貴重な情報をもとに、１９８０年代前後の商店
街の姿を描いた「木原商店街タイムスリップＭ
ＡＰ」を作成。当時の賑わいや店の様子をマッ
プにまとめました。
　作成の過程で、当時の商店街の風景写真を探
しましたが、人物写真はあっても、街並みを撮
影したものはほとんど残っていないことに驚か
されました。

　なお、このマップをデザインした特製手ぬぐ
いを、９月２７日開催の「旧木原小＆美浦の新米
を楽しもう」（※広報みほ前月号にて告知）にて、
参加者へ配布いたします。当日はみんなで屋上
に上がり、商店街と霞ヶ浦を背景に手ぬぐいを
広げて記念撮影をしましょう！

　…地域住民が旧木原小学校の中を自由に回れ
る機会は、今回で最後になるかもしれません。
ぜひ、この機会にご参加いただき、思い出や胸
に抱く想いを黒板に刻んで、楽しんでいただけ
たら嬉しいです。

美浦のいま「木原商店街タイムスリップＭＡＰ」美浦のいま「木原商店街タイムスリップＭＡＰ」美浦のいま「木原商店街タイムスリップＭＡＰ」

■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）

図書室カレンダー

新着図書案内は、中央公民館・役場・み
ほふれ愛プラザ・保健センター・こもれ
び森のイバライド（稲敷市）にて配布し
ています。

子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加すると、ちょっとしたプレゼン
トがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

休 延長

延長

お話し会休 休

休

休

休

１０月

休 延長

延長

お話し会

休

休 休

休

休

休

休

９月

図書室からのお知らせ

図書室で状態を確認し、適切な方法で修理します。
なお、本の状態によっては弁償をお願いする場合
がございますのでご了承ください。

どちらも痛みの原因になります。車の中や直射日
光のあたる場所、水滴のついたものと同じ場所で
の保管を避けてください。
ＤＶＤは、ディスクの取扱い方法がわかる方がな
るべく扱うようお願いいたします。

◎悪天候の場合、返却ポストをお休みさせていただ
　くことがあります

また、図書室前ではリサイクル本配布やワークシ
ョップを実施します。ぜひお立ち寄りください！

※開室時間など詳細は広報みほ１０月号に
　掲載予定です。
※閲覧室はご利用いただけません。

返却ポストをお休みすることがあります

返却された資料の水濡れなどを防ぐため、台風や
悪天候の影響で返却ポストをお休みさせていただ
くことがあります。
ご迷惑をおかけしますが、翌日以降の返却をお願
いいたします。
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支給認定について

施設利用にあたっては、教育・保育の必要に応じた「支給認定」を受ける必要があります。

対象となるためには、事前に手続きが必要な場合があります。

幼児教育・保育の無償化について

《認定区分》
１号…お子さんが満３歳以上で、認定こども園・幼稚園での教育を希望する場合
２号…お子さんが満３歳以上で、保護者が「保育を必要とする事由※」に該当し、保育を希望する場合
３号…お子さんが満３歳未満で、保護者が「保育を必要とする事由※」に該当し、保育を希望する場合

□ 就労 ( 入所に必要な時間等があります。村ホームページをご確認ください。)
□ 妊娠・出産　　□ 保護者の疾病・障がい　　□ 災害復旧　　□ 求職活動　　□ 就学
□ 同居または長期入院している親族の介護・看護　　□ 虐待やＤＶの恐れがあること

※保育を必要とする事由

■新制度に移行していない幼稚園もあります。その園を利用する場合は認定を受ける必要はありません。
■美浦村の申請書は「支給認定」と「施設利用申込」を兼ねています。

園の属する市町村の申込期限１０日前までに申請が必要です。

▲

美浦幼稚園、大谷保育所・木原保育所を利用したい方は次ページをご覧ください。▲

認定こども園・私立幼稚園を利用したい方は施設に直接申請してください。▲

仕事の都合などで村外の保育園等を利用したい方は事前に子育て支援課へお問合せください。

▲

美浦幼稚園、大谷保育所・木原保育所を利用したい方は次ページをご覧ください。▲

認定こども園・私立幼稚園を利用したい方は施設に直接申請してください。▲

仕事の都合などで村外の保育園等を利用したい方は事前に子育て支援課へお問合せください。

《無償化の対象》
◎３～５歳児
◎住民税非課税世帯の０～２歳児
＊「３～５歳児」とは、満３歳になった日以降の４月１日から小学校入学前までの３年間です。幼稚園につい
　ては、入園できる時期に合わせて満３歳から無償化されます。

施設種別 ３～５歳児 住民税非課税世帯の０～２歳児 手続き
新制度に移行している（１号認定）※１

新制度に移行していない※１

保育の必要性の認定を受けた
子どもの預かり保育

無料
月額２５，７００円を上限に給付
月額１１，３００円を上限に給付
＊住民税非課税世帯の満３歳
　児のみ月額１６，３００円

保育所等（２・３号認定）

保育所等を利用しておらず保育の必要性の認定
を受けた子どもの認可外保育施設、一時預かり
事業（幼稚園型以外）、病児・病後児保育事業、
ファミリー・サポート・センター事業

無料

月額３７，０００円を上限に給付

幼
稚
園
等

月額４２，０００円を上限に給付

無料

ー

ー
ー

要※３

不要

要※２

要※２
不要

※１　子ども・子育て支援新制度の移行については各園にお問い合わせください　
※２　園を通じて申請書を配布
※３　役場にて認定手続き（申請書は子育て支援課にあります）      

幼稚園 入園・入所案内保育所
令和８年度令和８年度

■問合せ　子育て支援課☎０２９－８８５－０３４０（内）２３２

楽しいごっこ遊び　～ままごと編～楽しいごっこ遊び　～ままごと編～
ままごとは、生きる力を育むことのできるおすすめのごっこ遊びです。市販のままごとセットもあり
ますが、おうちにある紙コップなど身近にあるものを利用して楽しむこともできます。

★おすすめのポイント

子育てひろばのご案内子育てひろばのご案内

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休



「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

暮らしサポート

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◆村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◆消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◆県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

～以上、くらしの豆知識２０２５年版より引用・抜粋～

高齢者を狙った下記の事例が多くなっています。この他にも気になることがありまし
たら、お気軽に村消費生活センターまでご相談ください。

「今の自宅のままだと大変なことになる」と不安をあおり、工事の契約をさせる点検商法。不用品買取の
はずが、大切な貴金属を安く買い取られてしまう訪問販売（押し買い）。安くなるどころか高額になる光
回線のトラブルなど…他にもたくさんあります。具体的な手口と対策を知り用心しましょう。そして家
族やご近所さん、身近にいる大切な人たちにも教えてあげましょう。みなで消費者力を上げて悪質業者
のワナを見抜き、トラブルにあわないことが重要です。

こんなトラブルにも要注意！

ＳＮＳ（YouTubeやＬＩＮＥ、Instagramなど）を見ていると、魅力的で多種多様な広告が頻繁に表
示されます。「○○秒で涼しく！」「企業の○○と共同開発」「まとめ買いでお得！」…そんな謳い文句を見
ると、思わず購入ボタンを押したくなりますよね。しかし、これは悪質業者のワナかもしれません。近
年、ＳＮＳ広告をきっかけとした、「商品が届かない」「商品は届いたが粗悪品だった」「販売店と連絡が取
れない」などトラブルが発生しています。購入ボタンを押す前に一呼吸おきましょう。通信販売は商品
を手に取って確認できない分、トラブルのリスクが高まります。店舗情報や商品のクチコミを調べるな
どして、少しでも不審な点があれば取引をしないようにしましょう。また、通信販売にクーリング・オ
フはありません。大手通販サイトからの購入であっても、販売店についてや返品・返金のルールをよく
確認しましょう。

ちょっと待って！その広告、怪しくないですか？ＳＮＳ広告トラブル

商品やサービスの契約をめぐり事業者とトラブルになったなど、消費生活に関するトラブルで困った時
は、消費生活センターに相談しましょう。契約者本人からトラブルにあった経緯を聴き取り、関係書類
を確認したうえで問題点を整理し、事業者との自主交渉の方法や具体的な解決方法について、助言や情
報提供をします。また、適切な専門機関を紹介するなどの支援も行います。契約や購入のきっかけとな
ったパンフレット、販売サイトの画面や、ＵＲＬ、メールやＳＮＳでのやり取りなどを保存して用意し
ておきましょう。トラブルにあった経緯を時系列にまとめたメモを作成しておくと、スムーズに進みま
す。あきらめずにまずは相談しましょう。

それでもトラブルに巻き込まれたら…消費生活センターに相談しよう
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「個性を大切にし、たくましく生きる幼児の育成」を教育目標としていま
す。一人ひとりを大切にし、社会力や基本的な生活習慣の定着を図りな
がら「明るく元気に活動できる子ども・思いやりがあり、友達と仲良く
できる子ども・自分で考え、行動できる子ども」の育成を目指します。
※受付期間中の午前１０時～正午は、園の様子を見学することができます。
　見学ご希望の方は、電話でご予約されてからお越しください。
連絡先 ▼美浦幼稚園☎０２９－８８５－４３３４（午前８時３０分～午後４時３０分）

美浦幼稚園で随時配布している入園申請書に必要事項をご記入のうえ、受付期間内に美浦幼稚園へ直
接提出してください。郵送による申し込みは受け付けできません。
※「３歳児」対象世帯には９月中旬に入園案内と入園申請書を送付します。
◇受付期間 １０月１日（水）～１０日（金）午前８時３０分～午後４時３０分※土・日を除く。
◇入園の決定方法

▼３歳児　申し込みが定員を超えた場合は抽選を行います。抽選を行う場合の日時や抽選方法につい
　　　　ては、美浦幼稚園から後日お知らせします。

▼４・５歳児　定員になり次第受け付けを締め切ります。
※申し込みが定員に満たない場合は受付期間終了後も随時申請を受け付けていますので、美浦幼稚園
へお問い合せください。

《対　　象》村内在住で入園を希望する幼児
《定　　員》 ▼３歳児（令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ）…定員６０名
　　　　　　 ▼４歳児（令和３年４月２日～令和４年４月１日生まれ）…定員７０名
　　　　　　 ▼５歳児（令和２年４月２日～令和３年４月１日生まれ）…定員７０名
《保育日数》約２００日（休日…土・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休業日）
　　　　　　※長期休業日は預かり保育あり(希望者のみ)
《給　　食》水・木・金曜日給食（月・火曜日は弁当持参、６・７・９月は完全給食）

申込方法

７：３０～ 預かり保育
　（希望者のみ実施）
８：３０～ 登園、保育
１２：００～ 昼食
１４：００ 降園
１８：００まで預かり保育

（希望者のみ実施）

《１日のスケジュール》

〔令和７年８月現在〕美 浦 幼 稚 園

「思いやりのあるやさしい子・元気よく遊べる子・頑張り強い子」を保育
目標とし、素直でのびのびとした感性、溢れる意欲と体力、仲間を思い
やる心を育てながら、基本的な生活習慣を身に付け、子どもが望ましい
未来をつくり出す力の基礎を培う保育を年齢別に総合的に目指します。

《対　　象》就学前の乳幼児（入所日に生後６カ月を迎えていること）
《定　　員》大谷保育所…１２０名　木原保育所…８０名
《保育日数》約２９０日（休日…日曜日、祝日、年末年始）
《給　　食》 ▼３歳児以上…副食のみ（主食は持参）、おやつ
　　　　　　 ▼３歳児未満…完全給食

１０月１日（水）より申込書類を配布します。必要事項をご記入のうえ、受付期間内に提出してください。
◇申込書類配布・申込受付
・子育て支援課（役場２階）☎０２９－８８５－０３４０（内）２３２
◇受付期間 １１月４日（火）～１４日（金）午前８時３０分～午後５時
◇入所の決定方法　保護者の「保育を必要とする事由」や世帯の状況に応じて、保育の必要度を点数化
し、点数の高い順から入所を決定します。※受付期間終了後も随時申請を受け付けます。

申込方法

７：３０～ 早朝保育
８：３０～ 登所、保育
１１：３０～ 昼食
１３：００～ 昼寝
１５：００～ おやつ
１６：００ 降所
１８：３０まで夕方保育
※土曜日の利用につい
　てはご相談ください

《１日のスケジュール》

〔令和７年８月現在〕大谷保育所・木原保育所



　　　　　初心者の方
※講座により年齢制限あり

　　　　　初心者の方
※講座により年齢制限あり

　　　　　初心者の方
※講座により年齢制限あり

受講対象１０月から始まる「みほ文化講座」の受講生を募集します。詳細は９月１日
（月）の新聞折込チラシ、または村ホームページをご覧いただくか、生涯学
習課（中央公民館内）までお問い合わせください。

令和７年度 みほ文化講座案内（後期）

※新規講座：村内居住者を優先に先着順とし、募集期間内に定員に達した場合は締め切りとなります。
※既存講座：募集人数に達した場合は、抽選となり、「①初めて申込をした村内居住者、②①以外の村内居住者、

③村内に勤務する村外居住者、④村外居住者」順に優先されます。
※受講希望者が５人に満たない講座は開講しません。
※内容については全て予定ですので、予告なく変更する場合があります。 
※受講中のお子さんの預かりを希望する場合は、申込時に窓口にお伝えください。

※新規講座：村内居住者を優先に先着順とし、募集期間内に定員に達した場合は締め切りとなります。
※既存講座：募集人数に達した場合は、抽選となり、「①初めて申込をした村内居住者、②①以外の村内居住者、

③村内に勤務する村外居住者、④村外居住者」順に優先されます。
※受講希望者が５人に満たない講座は開講しません。
※内容については全て予定ですので、予告なく変更する場合があります。 
※受講中のお子さんの預かりを希望する場合は、申込時に窓口にお伝えください。

●申込期間　９月３日（水）～１４日（日）午前９時～午後５時※月曜・祝日休館
●申込方法　申込書（中央公民館に配置）に必要事項を記入のうえ、公民館窓口へご提出ください。
　　　　　　※電話による申込はできません。
　　　　　　※未成年の方は保護者の同意が必要となります。申込書に保護者の方の署名をお願いします。
●受 講 料　初回開講日に徴収（講座によっては別途材料費等自己負担あり）
　　　　　　※開講後は、受講料の返金はいたしません。
●問 合 せ 生涯学習課（中央公民館内）☎０２９－８８５－４４５１（月曜・祝日は休館日）

講座名 曜日／時間 開講日 回数 人数 受講料 会場

中央公民館
和室２，０００円１０回１０月５日（日）日／１０：３０～１２：００

美姿勢！！バランス
コンディショニングピラティス

誰でもできるリラックスヨガ

日本舞踊

和紙おりがみ

やさしく楽しく学べる詩吟

シニアピラティス

心と身体をつなぐダンス

韓国語入門

【美浦ゼミ】やさしいステンシル

楽しいマイコン

美浦村シニアミュージカル体験

プレゼントにぴったり
お手軽ケーキ・手ごねパン

デンマーククロスステッチ

初めてのウクレレ

すくすく親子（体操・知育）

簡単に作れる韓国料理

【美浦ゼミ】異能の言語学者　
鈴木孝夫氏に学ぶ

初心者向けスマートフォン教室

中央公民館　
会議室１，０００円１５名５回１０月９日（木）木／９：３０～１２：００

中央公民館　
和室２，０００円１５名８回１１月１３日（木）木／１３：００～１４：００

中央公民館　
和室２，０００円１０名１０回１０月８日（水）水／１０：３０～１１：３０

中央公民館　
大ホール２，０００円１５名１０回１２月２１日（日）日／１０：００～１０：５０

中央公民館　
研修室、学習室２，０００円１５名１０回１１月１５日（土）土／１０：００～１１：３０

中央公民館　
大ホール２，０００円１５名１０回１０月９日（木）木／１３：３０～１５：３０

中央公民館　
調理室１，０００円６名３回１０月３日（金）金／１０：００～１２：００

中央公民館　
研修室、創作室２，０００円１５名６回１０月２日（木）木／１３：００～１５：００

中央公民館　
学習室２，０００円１５名１０回１０月７日（火）火／１０：３０～１２：００

中央公民館　
小会議室無料５名３回１０月１１日（土）土／１０：３０～１２：００

中央公民館　
創作室無料８名１回１１月２９日（土）土／９：３０～１２：００

中央公民館　
視聴覚室２，０００円１５名１０回１０月１２日（日）日／１０：００～１１：３０

安中多目的
和室・ホール２，０００円８回１０月１日（水）水／１０：００～１１：００

中央公民館　
調理室１，０００円１２名５回１０月９日（木）木／１０：３０～１２：００

中央公民館　
学習室無料各回

８名
１０月１日（水）、２日（木）、３日（金）、８日（水）、
９日（木）、１０日（金）、１６日（木）、１７日（金）

中央公民館　
和室２，０００円１５名８回１０月１６日（木）木／９：４５～１０：３０

中央公民館
視聴覚室２，０００円８名１０回１０月１日（水）水／１３：００～１５：００

親子
１０組

１０名新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

９月は「茨城県認知症を知る月間」です

ささいなことで怒ったり、
不安をいだくようになった。

同じことを何度も話す。
同じものを何度も買ってくる。

オレンジカフェに来てみませんか？
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令和５年所得に比べ令和６年所得が減少した等の理由により、令和６年度に実施し
た当初調整給付金の支給額に不足が生じた方や、定額減税の対象外かつ低所得世帯
を対象とした給付の恩恵を受けていない方を対象に、定額減税補足給付金（不足額
給付）を支給します。
詳細は村ホームページ「定額減税補足給付金（不足額給付金）」をご覧ください。

■問合せ　福祉介護課☎０２９－８８５－０３４０（内）１０４

▶支給のお知らせ（圧着はがき）が届いた方
　申請の必要はありません。通知に記載の口座に振込みます。
▶確認書（封書）が届いた方
令和７年８月１４日以降に対象者に郵送しています。必要事項を明記の上、必要書類とともに同封の
返信用封筒で返信してください。

▶申し出が必要な方
支給のお知らせ・確認書が届かない人で、「不足額給付１」の対象だと思われる方または「不足額給
付２」の対象の方は、給付金窓口までお問い合わせください。

◇申請期限 令和７年１０月３１日（金）※郵送の場合は当日消印有効

申請方法

・給付金担当窓口またはお電話でお問い合わせをいただいた場合、回答に数日要する場合があります
のでご了承ください。

・不足額給付に関する書類が届いている場合は、ご本人のみ対応可能な内容もありますので、原則ご
本人からご連絡いただきますようお願いします。

問合せをする際の留意事項

対象者・給付額

※納税義務者本人の合計所得が１，８０５万円を超える方は対象外です。
※令和７年１月２日以降に転入された方は、令和７年１月１日時点に住民登録のあった市区町村へお
問合せください。

不
足
額
給
付
１

不
足
額
給
付
２

■対象者　令和６年度の当初調整給付の給付額に不足が生じた方
例）・令和５年分所得よりも令和６年分所得が減少した

・令和５年分所得はなかったが、就職などにより令和６年分所得がある
・令和６年中に子どもの出生などにより、扶養親族が増えた
・当初調整給付後に修正申告し、令和６年度住民税所得割額が減少した

■給付額　本来の給付額－当初調整給付の給付額＝不足額給付（１万円単位切上げ）

■対象者　以下のすべての要件を満たす方
①令和６年分所得税および令和６年度住民税所得割の定額減税前の税額が０円
②税制度上の扶養親族になれない（事業専従者または合計所得金額48万円超の方）
③令和５年度・令和６年度低所得世帯向け給付の対象外

■給付額　原則４万円（令和６年１月１日時点で国外居住者は３万円）

▲村ＨＰ「定額減
税補足給付金（不
足額給付金）」

定額減税補足給付金（不足額給付）定額減税補足給付金（不足額給付）のご案内

■問合せ　国保年金課国保係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６

国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）
が中止となる方はご注意ください

▲美浦村ＨＰ
　「村税等の口座振替」
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